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一、
はじめに

本
展
望
は 、
白
年
お
よ
び
回
年
の二
年
間
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
対
象
と
す

る 。
そ
れ
を
行
う
に
あ
たっ
て 、
お
そ
ら
く

初
め
て
の
試み
か
と
は
思
う
が 、

そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
を 、
根
本
的
研
究
方
法
・

対
象
・

分
野
と
い
う
観
点
か
ら
分

類
し 、
数
霊
化
し
て
み
るこ
と
に
す
る 。
無
論 、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
は 、
単
純

に
割り
切
れ
る
狙い
を
もっ
て
書か
れ
て
い
る
の
で
は
ない
が 、
お
お
よ
そ
の

目
安
と
し
て
見て
頂
け
れ
ば
幸
で
あ
る 。
た
だ
し 、
一
六
九
集
の
泉
基
博
氏
の

継
承
し
た
よ
う
な 、
こ
れ
ま
で
の
展
望
が
行っ
て
き
た
分
類
法
の
観
点
も 、
随

時、
併せ
て
見
て
ゆ
く 。
な
お 、
省
略
し
た
頻
出
書
名
は 、
以
下
の
通
り 。
『
国

語
語
葉
史
の
研
究」
H

『
語
象
研』 、
「
鎌
倉
時
代
語
研
究」
H

『
鎌
研」 。

業(史的研究)

著

書

圭五ロロ

今
期
は 、
語
業
の
史
的
研
究
に
関
わ
る
専
書は
あ
ま
り
多
く
な
かっ
た
が 、

風
間
力
三
「
語
象
論
孜』
(
和
泉
書
院
日
た
だ
し
現
代
語
の
研
究
も
含
む 、
m出・
2) 、

清
水
教
子
「
平
安
時
代
中
期
記
録
語
の
研
究』
(
翰
林
書
房
H
た
だ
し
文
法
的
研
究

も
含
む 、
mm・
5) 、

関一
雄
『
平
安
時
代
和
文
語
の
研
究」
(
笠
間
書
院
H
た
だ
し

文
法
的
研
究も
含む 、
mm-
m)
と 、
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

野

弘

正

も
の
が
目
に
つ
い
た 。
特に 、
清
水
氏
の
論
考は 、
ま
だ
ま
だ
充
分
明ら
か
に

なっ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
記
録
体の
語
集
に
つ
い
て 、
語
棄
の
意
味
分
野を

区
切っ
て 、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
表
現
の
諸
相
を
追
及
し
た
も
の
で 、
今
後
の
発

展
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る 。

論

文

「
は
じ
め
に」
で
述べ
た
よ
う
に 、
各
論
文
を 、
研
究
方
法
・

対
象
・

分
野

と
い
う
観
点
か
ら 、
分
類
を
試み
た 。
根
本
的
研
究
方
法
と
は 、
共
時
論
を
と

る
か
通
持
論
を
用い
る
か
と
い
うこ
と
で
あ
り 、
対
象
と
は 、
一
語
を
中
心に

研
究
す
る
か 、
語
棄
を
対
象
に
す
る
か
で
あ
り 、
分
野
と
は 、
研
究
の
ど
の
よ

う
な
分
野
を
問
題
と
し
て
い
る
か
と
い
うこ
と
で
あ
る 。
あ
ま
り
奇
抜
な
仕
方

は
せ
ず 、
常
識
的
な
線
で
分
類し
た 。

対
象
と
し
た
論
文
は 、
表
1

の
合
計
欄に
あ
る
よ
う
に 、
位
年
が一
五
O
本 、

凶
年
が一
五
四
本
で 、
合
計三
O
四
本で
あ
る 。
こ
れ
を 、
前
述
の
よ
う
な
観

点
で 、
十
種
類に
分
類
し
た 。

そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
は 、
各
項
目の
論
文
を
紹
介
す
る
時
に
行
う
と
し
て 、
ま

ず 、
白
年
と
何
年
を
比べ
る
と 、
全
体
の
本
数
は
あ
ま
り

変
ら
ない
も
の
の 、

回
の
共
時
的
に
語
象
の
量
・

種
類を
考
察
す
る
論
文
が 、
ほ
ぽ
半
減
し
て
い
る
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こ
と
が
目を
ひ
く 。
ま
た 、
怖
の
語
の
通
時
的
意
味
変
化
を
対
象
と
し
た
論
文

が
微
増
し
て
い
る
が 、
こ
れ
は 、
『
日
本
語
学』
ロ1
7
(mm・6)
が
「
近・現
代

語
の
語
源」
を
特
集
し
た
か
ら
で
あ
る 。
ま
た 、
肝
の
通
時
的
に
名
称
の
変
化

を
み
て
い
く

論
文
が
や
や
減っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る 。
と
は
い
え 、
大
勢で

み
る
か
ぎ
り 、
各
項
目の
数
値
は
大
き
く

変
動
し
て
い
る
と
は
い
え
ず 、
安
定

し
た
数
値に
なっ
て
い
る 。

項 目 92 年 93 年 合計 % 

01 共時 語中心一意味 ・ 用法 43 46 89 29.4 
02 共時一語索中心一語構成 5 10 15 4.9 
03 共時一語索中心一語索量 ・ 種類 39 19 58 19.2 
04 共時一語索中心一語集体系 20 24 44 14.5 
05 通時一語中心一形態変化 2 4 6 2.0 
06 通時一語中心一意味変化 14 23 37 12.2 
07 通時一語索中心一名称(命名)変化 14 9 23 7.6 
08 通時 語索中心 量的推移 4 5 9 3.0 
09 通時 語索中心一体系的推移 6 6 12 3.9 
10 受容 ・ 交渉 3 8 11 3.3 

d口'>. 計 150 154 304 100.0 
[表1】

全
体
を
合
計
し
た
数
値
で
出
し
たパ
ーセ
ン
テ
ー

ジ
を
み
る
と 、
個
別
的
な

語
を
対
象
に 、
そ
の
意
味
・

用
法
を
詳
細に
明
ら
か
に
す
る
論
文
が 、
全
体の

約三
割と
もっ
と
も
多い 。
次い
で 、
共
時
的に
語
裳
量
・

種
類
を
考
察
し
た

も
の 、
共
時
的に
語
索
体
系
を
明ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
が
続
く 。
こ
れ

は
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
は
あっ
た
が 、
や
は
り 、
共
時
的
な
研
究が

合
計
六
八
・

Oパ
ー

セ
ン
ト
と
三
分の
二
強
を
占
め
て
い
る 。
意
外
な
の
は 、

語
の
形
態
の
変
化
を
適
時
的に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
論
文
が 、
わ
ず
か
六

本
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
で 、
かつ
て 、
前
田
富
旗
氏
や
小
林
隆
氏
が
精
力
的

に
論
文
を
発
表
し
て
い
たこ
ろ
と
比べ
る
と 、
や
や
寂
しい
気が
す
る 。

以
下 、
項
目ご
と
に
個
別
的に
論
文
を
紹
介
し
て
い
く
が 、
そ
の
前に 、
総

説
と
もい
うべ
き
論
文
を
紹
介
し
たい 。
奇
し
く
も
同
じ
月
に
出
た 、
前
田
富

旗「
語
黛
史
に
お
け
る
類
義
語
l|漢語の問題を中心に
||」

(『器問委
研」
目 、
mm・

7) 、
佐
藤
亨「
日
本
語
の
語
実
体
系
と
漢
語・
漢
字」
(『日
本語
学」
ロ
8 、
回-

7)
の
両
論
文
は 、
こ
れ
ま
で 、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 、
和
語
同
士
で
の
体
系
の

み
で
類
義
語を
考
え
て
き
た
の
に
対
し
て 、
そ
こ
に
漢
語
も
組
み
込
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
ない
こ
と
を
示
唆
す
る 。
事
実 、
最
近
の
動
向と
し
て 、
和
語

に
対
す
る
漢
語
の
類
義
語
の
表
現
価
値を
論
ず
る
論
文
が
自に
つ
く
よ
う
に
な

っ
て
い
る
(
後
述 、一
子一
・

四など
参
照) 。
ま
た 、
田
島
敏
堂
尋問
実
論
の
課

題

||集団的規範と個別的実現
||」

(『
名古
屋大
学国語
国文
学』
口 、
m出・ロ)
を

始
め
と
す
る一
連
の
考
察
も 、
語
棄の
史
的
研
究に
資
す
る
も
の
が
あ
る 。
最

近 、
語
禁
論は
ど
う
あ
るべ
き
か
と
い
っ
た
よ
う
な
原
論が
少
な
く
なっ
て
い

る
の
で 、
賛
否
は
い
ろい
ろ
あ
る
か
も
し
れ
ない
が 、
貴
重
な
も
の
と
言
え
る 。
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共
時
的に 、
個
別
的
な
語
を 、
詳
細
に
分
析
す
る
も
の
が 、



象(史的研究)

もっ
と
も
多いと
と
は既
に
述べ
た
と
お
り
で
あ
る
(
な
お 、
論
文中
で二
語
以

上
の
単
語
に
わ
た
っ
て
言
及
が
あ
る
場
合
で
も 、
そ
れ
ぞ
れ
が
関
連
な
く
独
立
し
て
い

る
場
合
は 、
個
別
的
な
語
の
研
究
と
み
な
し
た 。
ま
た 、
意
味
的
に
関
連
す
る
語
へ
の

一
言
及
が
あ
っ
て
も 、
一
語
の
意
味・
用
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
と
恩

わ
れ
る
場
合
も 、
こ
こ
に
分
類
し
た) 。

ま
ず 、
ど
の
時
代
を
共
時
的に
対
象
と
し
て
い
る
か
と
い
う
点
か
ら
み
る
と

(
二
つ
以
上
に
ま
た
が
っ
て
い
る
も
の
は
い
ず
れ
が
主
と
な
る
か
を
適
宜
判
断
し
て
分

類
し
た) 、
上
代三七
本 、
中
古三三
本 、
中
世一一一
本 、
近
世三
本 、
近
代四

本
で
あ
り 、
上
代・
中
古
が
圧
倒
的
な
多
さ
を
持っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。

上
代
で
自に
つ
く
の
は『
万
葉
集」
を
対
象
と
し
た
も
の
で 、
『
万
葉
集」
を
正

副
題
目
の
い
ず
れ
か
に
示
す
も
の
は一一
本(
そ
の他、
明ら
か
に
そ
れ
と
わ
か
る

も
の五
本)
で
あ
る 。
中
古
は 、
『
源
氏」
六
本 、
「枕』
五
本 、
『今昔」
四
本
と 、

分
散
し
て
い
る
(
い
ず
れ
も
正
副
題
目
に
明
示
し
て
あ
る
も
の
の
計
数) 。

次
に 、
目に
つ
い
た
個
別
的
な
論
文
を
紹
介
す
る 。
古
代
語
の
「
忘
る」
に

は《
忙しい》
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
の
だ
と
す
る
曽田
文
雄「「
忘
る」

の
領域」
(「
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
卯、
ω・I) 、
「
よ
どむ」
の
歌
語
と
し
て
の

特
性
を
説い
た半
津幹一
「人
待ち
顔
に
「
よ
どむ」
の
か
||
近
江
荒
都
歌反
歌(三

一
番)
の
表

現||」
(『
文
芸
研
究』
一一一
九 、
m出・
l) 、

「
教
ふ」
の
用
法
を
動
調
の

結
合
価
と
い
う
観
点
か
ら
明
快に
説い
た
山
本
真五口
「
平
安
時
代に
診
け
る
動

詞
「
を
し
ふ
(
教と
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
||
訓
点
資料の
用
法に
注
目して
||」

(『
訓
点
語と
訓
点
資
料」
位 、
mm・
9) 、
中
世
で
は「
物
言
ひ」
と
い
う
語
が《
反

権
力
的
な
う
わ
さV
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
を
詳
細
に
示
す
酒
井
紀
美「「
物
言」

に
つ
い
て」
(『日
本歴
史」
五三
九 、
自・
4) 、
象
徴
的
意
味
の
「
実」
の
用
法

が
聖
書の
翻
訳に
基
づ
く
こ
と
を
詳
述
す
る
出
雲
朝
子
「
キ
リ
シ
タ
ン
文
献に

お
け
る「
実」
の
用
法」
(『
青
山
学
院女子
短
期大
学
総
合
文化
研
究
所
年報』
1、

語

mm・
7)

等 、
興
味
深
く

読
ん
だ
が 、
力
作が
多
く 、

紹
介
し
き
れ
ない
の
が
残

念
で
あ
る 。

三・
一
・

ニ
共
時
的
な
語
構
成を
論
じ
た
も
の
は 、
あ
ま
り
多
く
は
見
ら

れ
な
かっ
た 。
新
語
を
造
る
際
の
造
語
の
仕
方
を
論
じ
た
米
川
明
彦
「
新
語と

造
語
力」
(「日
本語
学』
日
5 、
位-
5) 、
古
代
の
法
律
用
語
を
形
成
す
る
造
語

成
分
を
ま
と
め
た
吉
野
政
治
「
官
符用
語の
造
語
成
分」
(『
語集
研』
ロ 、
位-

7) 、
固
有
名
調の
語
構
成
と
い
う
点
で
異
色
だ
が 、
武
家が
氏
名
を
称
す
る
際

の
制
限に
つ
い
て
詳
述
し
た
小
川
恭一
「
近
世
武
家
の
通
称
宮
名の
制
約」(『
風

俗』
初t4、
幻-
5)
な
ど
が 、
目に
つ
い
た 。

一一一・一
・

三
共
時
的
な
資
料に
お
け
る
語
棄
の
量
的
側
面
(
数量
的方
法を

用
い
ず
に 、
語
の
種
類
を挙げ
た
も
の
も含め
て
い
る)
を
研
究
し
た
も
のは、
個
別

単
語
の
詳
説に
次い
で
多い 。
時
代
別に
は 、
上
代
九 、
中
古一
五 、
中
世
八 、

近
世
六 、
近
代二
O
と
なっ
て
お
り 、
三-一
・一

で
見
た
共
時
態の
対
象
と

比べ 、
近
代が
非
常に
多
く
なっ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く 。

古
代の
漢
語
受
容
の
問
題
を
音
読
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
し
た
峰
岸
明
「
奨

文化摂取
と
し
て
の
漢
語
受
容」
(『文化
言
語
学
ーーその提
言と建
設
||」 、
位­

H) 、
仮
名
書
き
さ
れ
た
漢
語は 、
何ら
か
の
変
容
を
蒙っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
詳
述
し
た
山
内
洋一
郎
「
漢
語
史に
お
け
る
仮
名
書
き
漢軍
中|清原宣賢『毛

詩

Eによる
考察
|」

(『
語
審
E、
白・
7) 、

数
詞
に
つ
い
て
の
安
田尚
道

「
和
語
数
調
に
よ
る
端
数
表
現」
(「
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論

集』 、
白・

3) 、
三
保
忠
夫「
中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
調
に
つ
い
て」(「鎌
研』凶 、
mm・

5) 、
室
井
努
「
羅
葡
日
対
訳
辞
書の
数
調に
お
け
る
和
語・
漢
語の
混
用
に
つ

い
て」
(『金
沢
大
学
国
語
国文』
問 、
mm-
2) 、

武
家
の
女
性の
語
集
と
い
うユ

ニ
ー

ク
な
切
り
口
の
諸
星
美
智
直
「
武
家
女
性
消
息に
お
け
る
女
房
調に
つ
い

て」
(『
近代
語
研
究』
9、
mm・
2)、

感
情
表
現
の提
示
時
期
に学
年
に
よ
る
差
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が
あっ
た
と
す
る
加
藤
安
彦
「
固
定
読
本の
喜
怒
哀
楽を
表
す
こ
と
ば
||学年

経過に伴う諮の多緑化
11」

(『日
本語
学」
U11 、
mm・
-) 、

見
出
し
語
の一
致
度

か
ら
辞
書
間
の一
致
の
度
合い
を
見
ょ
う
と
し
た
菊
池
悟
「
見
出
し
の一
致
度

か
ら
見
た
英
和
対
訳
辞
書の
系
統
||数量化

要望W類による分析
||」(『

岩
手大

学教
育
学
部
研
究
年
報』
幻LI 、
mw-
m) 、
語
裂
の
頻
度
と
作
品
読
解
の
関
わ
り

を
論
じ
た
林
四
郎「「
夢
十
夜』
の
「
第一
夜」
と
「
第
二
夜」
||諮黛を調べて

作品を読む」
(「文
化
言語
学
ーーその提言と建設
||』 、

犯-
m) 、
明
治
期
の
漢
語

を
音
形
と
の
関
わ
り
で
論
じ
た
松
井
栄一
「
明
治
時
代
語
探
求
の一
つ
の
試み」

(
松
村
明
先生
喜
寿
記
念『
国語
研
究』 、
回-
m)
な
ど 、
興
味
深
かっ
た 。

三・
一
・

四
分
野
を
区
切っ
た
共
時
的
な
語
実
体
系
の
研
究
は 、
三
番
目

に
多い
項
目
で
あ
る 。
時
代
別に
は 、
上
代一
て
中
古一
九 、
中
世一
一 、

近
世二
で
あっ
た 。
管
見の
限
り 、
近
代を
対
象
と
し
て 、
類
義
語
を
扱っ
た

も
の
が
な
かっ
た
の
は 、
や
や
驚
き
で
あっ
た 。

『
日
本
書
紀』
の
い
わ
ゆ
る
「I
系
列」
に
お
い
て 、
「
卜」

は
祭
記
者
の
行

為 、「
ト巴
は
天
皇の
行
為と 、
使い
分
け
が
あ
るこ
と
を
論
じ
た
服
部
芳
子「『
日

本
書
紀」
に
お
け
る
ト

占」
(『
古
代
研
究』
お 、
目・1) 、
平
安
和
文
を
対
象
に

漢
語
と
和
語
と
の
表
現
価
値
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
藤
原
浩
史

「
平
安
和
文
に
お
け
る
漢
語
サ
変
動
詞
に
よ
る
感
情
表
現」(『日
本語
学」ロ
l 、

mm・
-) 、

柚
木
靖
史
「
平
安・
鎌
倉
時
代に
が
け
る
「
諦
ス」
の
意
味
用
法」

(『
広
島女
学院
大
学日
本文
学』
3、
目・7) 、
平
安
古
記
録
を
対
象
に 、
漢
詩
と

和
語
と
の
使
用
差
を
論
じ
た
橋
本
博
幸「
平
安
古
記
録
に
お
け
る「
故
障」
「
障

(
さ
は
りこ
の
併
用
を
め
ぐっ
て」(『
国語
学
研
究」
紅 、
幻-
4) 、
柏
谷
嘉
弘「『
貞

信
公
記』
に
お
け
る「
御
覧」」
(『
語
象
研」
ロ 、
ω・7)
を
始
め
と
す
る
諸
論
考 、

高
橋
敬一
「『
宇
治
拾
遺
物
語』
に
お
け
る
死
亡
表
現
に
つ
い
て

||動詞「死す」

「失す」「死す」
の用法
||」

(「活
水
論文
集』
お 、
幻-
3) 、

時
を
表
す
和
語
の
体

系
に
漢
語が
ど
う
絡ん
で
い
く
か
を
み
た
玉
村
禎
郎「
中
世
後
期
の
時
を
表
す

語
裳
||「太平記」

の「今朝」「今夜」などをめぐって
||」

(『
待
兼山
論
叢」
幻 、
mm­

U)
な
ど
を
見
渡
す
と 、
漢
語
を
和
語
と
の
関
わ
り
で
見
て
い
こ
う
と
す
る
の

が 、
今
期
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
よい
よ
う
に
恩
わ
れ
る 。

和
語の
類
義
語の
研
究
も
盛
ん
で
あ
る
が 、
目
を
ひ
く
も
の
と
し
て 、
阿
久

津忠
「
感
動
詞
「
そ
よ
や」
と
「
さ
り
や」
の
用
法
||源氏物語を中心に
||」

(「湖
南短
期大
学
紀要」
3tI 、
位-
3)
が
あ
る 。
感
動
詞
を
類
義
語
と
し
て
み

る
と
い
う
の
は
従
来
あ
ま
り
な
く 、
か
っ 、
「
そ
よ
や」
が
相
手に
対
す
る
働
き

か
け 、
「
き
り
や」
が
自
分へ
の
納
得と
い
う
結
論
は 、
モ
ダ
リ
テ
ィ

論へ
の
つ

な
が
り
も
感
じ
さ
せ
る 。
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二
通時的研究}

三・
ニ・
一

前
述
の
よ
う
に 、
形
態
変
化を
正
面
か
ら
論
じ
た
も
の
は
あ

ま
り
ない 。
「ま
ぶ
しい」
と
い
う
語
形
に
至
る
道
筋を
述べ
た
増
井
典
夫「
形

容
詞
「
ま
ぶ
し
い」
の
出
自
に
つ
い
て
|l「7ポソイ」
i「7ポシイ」
l「7プシ

イ」
||」

(『淑
徳国文』
お 、
白・2) 、
田
島
優
「〈
女
郎
花〉
考」
(『日
本語論

究2」 、
幻-
m) 、
「
と
ひ
や
う
し」
か
ら
「とつ
ぴょ
う
し
も
な
い」
ま
で
を
考

察
し
た
藤
井
俊
博
「
とっ
ぴょ
う
し
も
ない」 、
「
ほ
ん
と
う」
と
「
ほ
ん
と」

の
交
渉
と
語
構
成
ま
で
を
論
じ
た
米
谷
隆
史「
本
当」 、
「ハ
ン
ケ
チ」
か
ら「ハ

ン
カ
チ」
へ
の
変
化
を
詳
述
し
た
佐
藤
武
義「ハ
ン
カ
チ」
(
以
上三
本『日
本語

学」
ロー7 、
目・
6) 、
仙
波
光
明
「「
芝
生」
考
|ハ行転呼音の例外としての|

|」(『
小
松英
雄
博士
退
官記
念日
本語
学論
集』 、
mm・7)
な
ど
が
目に
つ
い
た
の

み
で
あっ
た 。

三・
二・
ニ
意
味
変
化
の
研
究は 、
通
時
的
研
究
の
中で 、
最
大
の
勢
力

を
占
め
る
項
目で
あ
る 。
細
目
は 、
和
語の
意
味
変
化一
三 、
漢
語の
意
味
変



業(史的研究)

化二
二 、
外
来
語
の
意
味
変
化
て
と
い
う
状
況
で
あ
る 。
こ
こ
で
も
漢
語
の

意
味
変
化
を
論
じ
た
も
の
が
圧
倒
的に
多い 。
こ
れ
は 、
三
・一
・

四
で
見
た

傾
向
と
撲
を一
に
す
る
傾
向
と
思
わ
れ 、
前
回の
展
望
で
泉
基
博
氏
が 、
漢
語

の
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
と
述べ
た
も
の
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る 。
特に 、
漢

語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
は 、
日
本
で
使
わ
れ
始
め
た
当
初
は 、
漢
籍の
用
法

を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あっ
た
の
に 、
段々

、
日
本
風
に
変
容
し
て
い
く
が 、
そ

れ
は
い
か
な
る
要
因
か 、
と
い
う
筋
立
て
の
も
の
が
多い 。
中
国
出
身の
研
究

者
が 、
出
身
地
の
利
を
活
か
し
て(?) 、
力
作
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
発
表
し
て
い
る

の
も 、
大
き
な
特
色
で
あ
る 。

和
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
は 、
「
な
ご
り」
が
原
義
と
考
え
ら
れ
る〈
波
の

ひ
い
た
あと》
か
ら
《
人
の
別
離の
際
の
感
情V
へ
と
変っ
て
い
く
の
を
跡づ

け 、
「
な
ご
り
を
し」
の
発
生
ま
で
を
論
じ
た
大
木一
夫
「「
な
ご
り」
と
「
な

ご
り+
を
し」
ーーその意味と

文

体||」(『東
北
大
学
文
学
部日
本
語
学
科
論
集」2、

白・
9) 、
「
あ
は
れ」
の
意
味
の
変
遷
を
手
際
よ
く
ま
と
め
た
蜂
矢
真
郷
「「ア

ハ
レ」
の
意
味
の
変
遷」(「月刊
言
語』
nt2、
自・
2)
が
自
に
つ
い
た 。

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
は 、
前
述
の
よ
う
に
豊
富
な
の
で
あ
る
が 、
西

村
浩
子「「
ケ
ン
カ」
の
始
ま
り」
(「小
林
芳規
博士
退
官記
念国語
学論
集」 、
白・

3) 、
蒋
歩
青
「
陳
述副
調
「一
円」
の
変
遷
に
つ
い
て」
(『
語
裳
研』
ロ 、
位-

7) 、
余国
弘実
「。尋常。
小
考」
(『
国
語
文字
史
の
研
究』1

、
平
9) 、
鄭斧

「
漢
語「
大
変」
に
つ
い
て」
(「
阪商論
集』
mo
3 、

mm・-) 、
枚
浦勝「
自
分」 、

浅
野
敏
彦
「
貿
易」 、
小
野
正
弘「
元
気」 、
湯
浅
茂
雄「
小
説」 、
沈
国
威「
鉛

筆」 、
玉
村
禎
郎「是
非」 、
橋
本
行
洋「強
情」
(以
上
す
べ
て「
日
本
語
学」
U

17 、
mm・
6) 、
薬
竹
民
「
中
日
漢
語
対
照
研
究
||「

霊右」
を中心に
||」(「

鎌

研』
目 、
ω・
5 、
d
山
田
英
雄
「「
若」
の
字
に
つ
い
て」
『
日
本
歴
史』
仰 、
m-

6)
宇
都
宮
啓
吾
「
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
「
終
鷲」
の
出
自
に
つ
い
て
|

語

l「
往生
伝」
を
出
自と
する
漢
詩の
存
在
||」

(『
鎌
研』
目 、
幻-
5) 、

原
卓
志
「「
堅

固」
の
意
味
・用

法に
つ
い
て」
(『鎌研』
目 、
mm・5) 、
な
ど
目
に
つ
く 。
ま

た 、
近
過
去
の
意
味
変
化
を
扱っ
て
特
色
あ
る
も
の
に
新
野
直
哉
つ
役
不
足。

の「
誤
用」
に
つ
い
て
ll対
義
的方向へ
の意味変
化の一
例として
||」

(『
国
語
学』

問 、
mm・
ロ) 、
が
あっ
た 。

外
来
語
の
意
味
変
化
を
扱っ
た
も
の
は 、
評
価がマ
イ
ナ
ス
に
なっ
た
り 、

プ
ラ
ス
に
なっ
た
り
の
「ハ
イ
カ
ラ」
を 、
造
語
者
ま
で
あ
き
ら
か
に
し
た
米

川明
彦「
ハ

イ
カ
ラ」
(『
日
本
語
学』
ロ
l7 、
自・
6)
で
あ
る 。

ま
た 、
わ
ず
か
二
頁
な
が
ら 、
異
色
の
論に 、
小
林
賢
次
「
古
今
同
義
語」

(『月刊
言
語』幻
2、

mm・2)
が
あ
る。
大
野晋
氏
の挙
げ
た 、
古
代
か
ら
現在

ま
で
まっ
た
く

意
味
が
変っ
て
い
ない
と
い
う
語
を
紹
介
し
て
い
る
の
だ
が 、

考
え
さ
せ
ら
れ
た 。
「
意
味」
と
い
う
も
の
の
規
定
の
仕
方に
も
よ
る
の
だ
ろ
う

が 、
まっ
た
く

意
味
の
変っ
て
い
ない
語と
い
う
の
は 、
本
当
に
あ
る
の
だ
ろ

〉っ
か 。=一

・二・
三
通
時
的に
あ
る
対
象
・

行
為
・

概
念
な
ど
の
名
称(
命名)の

変
遷
を
追っ
た
も
の
は 、
通
時
的
研
究の
中
で
二
番
目に
多い
項
目で
あ
る 。

和
語
間
の
名
称
変
化
を
扱っ
た
も
の
と
し
て
は 、
《
破
壊V
を
表
す
語が「こ

ほ
つ」
か
ら
「こ
わ
す」
へ
と
変っ
た
こ
と
を
論
じ
た
迫
野
慶
徳
「「コ
ワ
ス」

(
鍍)
の
成
立」
(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
郎 、
幻-
3) 、

歌
語
に
お
り
る「
か
づ
ら」

か
ら
「
か
ざ
し」
へ
の
変
化
と
そ
の
要
因を
考
察
し
た
菊
川
恵三
「
か
づ
ら
・

か
ざ
し
考
||万

葉
集か
ら一一一
代
集へ
|1」

(『
美
夫
君
志』
“ 、
白・
3) 、
方
言
国
語

史
を
視
界に
入
れ
た
長
尾
勇
「「
ふ
す
ま」
と
「か
ら
か
み」
||僅言分布と語史

と
の
関
連

||」(『
語
文」
(日
本
大
学)倒、
白・
ロ)、
「
き
りぎ
り
す」
と
「こ

お
ろ
ぎ」
の
交
渉
を
博
捜
し
た
小
林
祥
次
郎
「
き
り
ぎ
り
す(
付)
くつ
わ
む
し

li古
典
文
学
歳
時記の
うち
||」

(『
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究』
目 、
mm・
3)
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興
味
深
か
っ
た。

漢
語
間
の
名
称
変
化
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は、
荒
川
清
秀
「「
海
流」
語
源

考
(
上・
下)」
(『
日
本
語
学」
U
M、
位-
W)、
梶
原
混太
郎
「「
温
度
計」
の

語
史
||
近
代
漢
語(
A
タ
イ
プ)
の
変
遷
と
定
着
ll」(『
国
立
国
語
研
究
所

研
究
報
告
集』

u 、
mm・
3 、
な
お
日
集
に
は
同
氏
「「
天
文
学」
の
語
史」
あ
り) 、

京
極
興一
「「
人

民」
「
国
民」
「
臣
民」
の
消
長」
(
松
村明先
生
喜
寿
記
念『
国
語
研
究』、
mm-
m)

な
ど
が
あ
っ
た。

近
代
に
お
げ
る
「
ケ
ッ
ト」
か
ら
「
毛
布」、
「
シ
ャ
ボ
ン」
か
ら
「
石
鹸」

へ
の
名
称
変
化
と
そ
の
要
因
を
論
じ
た
田
島
優
「
外
来
語
か
ら
漢
語
へ

||漢
字

表
記の役割と影
響

ll」
(『愛
知
県
立
大
学
説
林』
引、
自・
2)
は
説
得
力
が
あ
る。

ま
た、
こ
れ
は、
本
来
地
理
学
の
論
文
か
と
思
わ
れ
は
す
る
が、
明
治
期
以
降

の
地
理
教
科
書
を
博
捜
し
た
阿
部
恒
久
「「
裏
日
本」
観
念
の
成
立」
(『
鹿
児
島

県
立
短
期
大
学
紀
要」
G、
m出・
ロ)
も
興
味
深
かっ
た。

=
了
二・
四

語
業
の
量
的
推
移
を
扱
っ
た
も
の
は、
あ
ま
り
多
く
な
い
が、

高
梨
信
博「
国
語
教
科
書
の
語
棄
の
変
遷」(『
日
本
語
学』
ロ'
2、
mm・
2)、
「
1
が

ち」
と
い
う
語
粂
が
中
古
か
ら
中
世
に
至
っ
て
減
少
す
る
と
こ
ろ
に
中
世
語
化

を
看
取
し
よ
う
と
す
る
漆
谷
広
樹
「
中
古・
中
世
に
お
け
る
「
1
が
ち」
に
つ

い
て
1l
接
辞
か
ら
見
た
古
代
語
の
中
世
話
化
11」
(『
山
形
女
子
短
期
大
学
紀
要」
M 、
幻-

3) 、

鈴
木一
彦
「
形
容
詞
の
消
長
||
「
万

警ぎ
か
ら
「
新
古
今
集」
に
至
る
||
ω」

(『
文
学
論
藻」
灯、
目・
5)、
近
代
の
外
来
語
の
増
加
の
傾
向
を
「
分
類
語
象
表」

を
も
と
に
分
析
し
た
森
田
い
ず
み
「
客
体
か
ら
主
体
へ

||
外
来
語へ
の
意
味
構
造
分

析
的ア
プローチ」
(『
国
語
学』
問、
回
-
U)
な
ど
が
あ
る。

三
・
ニ
・
五

語
棄
の
体
系
的
推
移
を
扱
っ
た
も
の
も、
そ
う
多
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が、
「
し
の
ふ」
と
「
し
の
ぶ」
が
互
い
に
「
核
義」
を
保
ち
つ

な
ど、

つ
も
変
遷
を
遂
げ
て
い
く
さ
ま
を、
認
知
意
味
論
的
視
点
も
取
り
込
ん
で
論
じ

た
田
中
牧
郎
「「
し
の
ぶ」
考

11
語
の意
味
の歴史
的
考察の
試み
||」
(『
学
苑』
六

二
七、
m出・
I)、
《
怒
り》
を
表
す
表
現
の
時
代
的
推
移
を
述
べ
た
遠
藤
好
英「
怒

り
を
表
す
こ
と
ば」
(『日
本
語
学』
ロ11 、
mm・-)、
「
さ
し
み」
と
「
な
ま
す」

の
意
味
の
張
合
い
の
変
遷
を
論
じ
た
余
田
弘
実「
さ
し
み」(「
日
本
語
学』
U1
7、

目・
6)、
方
言
国
語
史
と
関
わ
ら
せ
て
の
江
口
泰
生
「「
背
負
う」
「
担
ぐ」
の

表
現」
(『
国
語
学」
川、
m出-
U)
な
ど、
特
色
あ
る
論
文
が
並
ぶ。
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三
外国との語集交渉の研究】

こ
れ
ま
で
は、
日
本
国
内
の
語
棄
の
体
系・
変
化
を
扱
っ
た
論
文
を
見
て
き

た
が、
そ
の
よ
う
な
範
鴫
で
は
扱
い
き
れ
な
い
論
と
し
て、
日
本
語
の
語
乗
の

過
去
に
お
り
る
外
国
語
へ
の
借
用
の
問
題、
あ
る
い
は、
日
本
語
へ
の
語
棄
の

借
用
を
論
ず
る
場
合
も、
中
国・
朝
鮮
の
用
法
を
か
な
り
詳
細
に
検
討
す
る
と

い
う
も
の
が
あ
る。
た
だ
し、
こ
れ
は、
三
・
二
・
二
で
見
た
も
の
と
重
な
る

と
こ
ろ
も
あ
っ
て、
程
度
問
題
で
も
あ
り、
裁
然
と
し
た
区
分
け
は
な
か
な
か

難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る。

例
え
ば、
劉
凡
夫
「
中
国
語
辞
書
「
辞
源」
初
版
に
収
録
さ
れ
た
日
本
語
語

棄
の
性
格」
(『
国
語
学
研
究』
辺、
mm・
3)、
沈
国
威
「
現
代
中
国
語
に
お
け
る

日
本
製
漢
語」、
李
漢
安
「
現
代
韓
国
語
に
お
け
る
日
本
製
漢
語」
(
い
ず
れ
も、

「
日
本
語
学』
ロ1
8、
mm・
7)
等
は、
近
代
に
お
い
て、
日
本
か
ら
借
用
さ
れ
た

語
会
を
語
梁
交
渉
史
の
立
場
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る。
ま
た、

「
1
的」
の
受
容
と
白
話
小
説
と
の
交
渉
を
探
る
堀
口
和
吉
「
助
辞
「
1
的」
の

受
容」
(『
山
辺
道」
初、
幻-
3) 、
同
じ
く
近
代
中
国
語
の
受
容
を
「
熟
字」
と

い
う
観
点
か
ら
整
理
し
よ
う
と
し
た
荒
尾
禎
秀
「『
通
俗
赤
縄
奇
縁」
の
熟
字
1

1
原
典
と
の
比
較
を
通
し
て
||」
(『
東
京
学
芸
大
学
紀
要」
HH 、
mm・
2) 、

同
じ
く
白
話



小
説
の
言
葉
と
目
さ
れ
る
「
全
然」
の
日
本
に
お
け
る
受
容
を
詳
述
し
た
鈴
木

英
夫
「
新
漢
語
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

||「
全
然」
を
例と
し
て
||」
(
松
村
明
先

生
喜
寿
記
念
『
国
語
研
究』、
回-
m)、
近
世
に
お
け
る
漢
語
の
朝
鮮
語
に
お
け
る

用
法
の
日
本
語
に
お
げ
る
用
法
へ
の
影
響
を
論
じ
た
李
仁
淳
「「
隣
語
大
方」
に

お
け
る
漢
語

||漢
詩の
語
義を中心に
||」(

『上智
大
学
国
文
学
論
集」
初、
目・1)

な
ど、
ま
だ
ま
だ
開
発
さ
れ
る
べ
き
問
題
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る。

四、
おわりに

以
上、
回
・
mm
年
に
お
け
る、
語
棄
の
史
的
研
究
の
様
相
を
見
て
き
た。
大

き
な
特
徴
と
し
て
は、
や
は
り、
繰
り
返
し
に
は
な
る
が、
漢
語
の
和
語
の
体

系
へ
の
組
み
込
み
と
い
う、
よ
り
具
体
的
な
問
題
が
焦
点
に
据
え
ら
れ
て
き
て

い
る
よ
う
に
思
う。
こ
の
先、
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
か
が
楽
し
み
で

あ
る。

業(史的研究)

と
こ
ろ
で、
少
々
不
安
に
な
っ
た
の
は、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
成
果
は、
い
っ

た
い
ど
こ
に
蓄
積
さ
れ、
ど
こ
へ
反
映
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る。
語
集(
だけ
と
は限
ら
な
い
が)
の
情報
を
集
中
し
て
管
理
す
る
よ
う

な
機
関
が
あ
っ
て、
そ
こ
に
自
由
に
ア
ク
セ
ス
し
て、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
が
容

易
に
(
文
献
複
写
も
ふ
く
め)
参
観
で
き
る
よ
う
な
体
制
に
な
れ
ば
い
い、
と

い
う
の
は
夢
物
語
な
の
で
あ
ろ
う
か。

語

[
付
記]

論
文
は
す
べ
て
鶴
見
大
学
図
書
館
所
蔵
の
雑
誌
・

図
書
で
検
索・
入
手
し
た
も

の
で
あ
る

。

ま
だ
見
落
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
と
は
思
う
が 、
『
国
語
年
鑑』

不
載
の
論
文
も
補
足
で
き
た 。

が 、

そ
こ
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
数
本
の
論
文
の

入
手
に
つ
い
て 、

手
際
よ
く

手
段
を
講
じ
て
頂
い
た
同
図
書
館
の
府
川
修
次
氏

に
感
謝
し
た
い

。

な
お 、

今
回
対
象
と
し
た
論
文
三
O
四
本
の
全
デ
ー

タ
は 、

現
在 、

P
C
|

V
A
N
の
O
R
I
E
N
T
の
4
「
コ
ル
プ
ス
」

お
よ
び
日
経
M
I
X
の
f
p
­

J
a
p
a
n
e
s
e
会
議
に
ア
ッ
プ
ロ
l
ド
・

公
開
ず
み
で
あ
る 。

筆
者
は 、

何
年
1

月
ま
で
北
京
に
滞
在
し
て
い
て 、

残
念
な
が
ら
直
接
の
領
布
が
で
き
な

い
の
で 、

パ
ソ
コ
ン
通
信
を
し
て
い
る
お
知
り
あ
い
を
通
し
て
入
手
し
て
頂
り

れ
ば
幸
い
で
あ
る 。

||
鶴
見
大
学
文
学
部
助
教
授

||
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